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区
教
育
委
員
会
で
は
、
毎
年
秋
を
文
化
財

保
護
強
調
月
間
と
位
置
づ
け
、
江
東
区
の
歴

史
と
文
化
を
考
え
る
機
会
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
10
～
11
月
に
か
け
て
、
都
立
木

場
公
園
や
深
川
江
戸
資
料
館
な
ど
で
、「
民

俗
芸
能
大
会
」、「
伝
統
工
芸
展
」
な
ど
、
文

化
財
に
関
わ
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
文
化
財
保
護
強
調
月
間
」
と
い
う

言
葉
は
、
昭
和
57
年
（
1
9
8
2
）
9
月
発

行
の
「
下
町
文
化
」
第
18
号
に
は
じ
め
て
登

場
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
35
年
も
の
長
い
時

間
が
経
過
し
、
街
の
姿
も
大
き
く
変
わ
り
ま

し
た
。
同
号
に
は
「
わ
た
し
た
ち
の
ふ
る
さ

と
江
東
区
に
残
る
貴
重
な
文
化
財
の
数
々
を

大
切
に
し
て
ゆ
こ
う
と
い
う
運
動
で
す
」
の

一
文
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
内
容
か
ら
、
文
化

財
の
調
査
・
登
録
に
よ
る
保
護
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
の
公
開
に
も
本
格
的
に
取
り
組
む
と
い
う

意
気
込
み
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
係

も
昭
和
55
年
の
社
会
教
育
係
か
ら
翌
年
4
月

に
は
文
化
財
担
当
、
さ
ら
に
57
年
4
月
に
は

文
化
財
係
へ
と
名
称
を
変
え
、
56
年
3
月
に

は
文
化
財
の
登
録
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

「
歴
史
と
文
化
を
考
え
よ
う
」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
、
初
心
を
忘
れ
ず
、
文
化
財
保

護
と
公
開
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

36
年
目
を
迎
え
る

文
化
財
保
護
強
調
月
間

NO.

279
2017.9.13

江東区地域振興部
文化観光課文化財係

○文化財保護強調月間
歴史と文化を考えよう
・民俗芸能大会　
・東京9区文化財古民家めぐり
・江東区伝統工芸展

○江東こぼれ話
本所深川と大八車

○城東の村を歩く⑩
治兵衛新田・久左衛門新田

○中川船番所資料館企画展示報告
「江東の古代・中世　
〜今、どこまでわかっているのか〜」

○文化財まめ知識8
江東区内の鳥居

平成29年度　文化財保護強調月間

広重「亀戸梅屋舗」　（国立国会図書館デジタルコレクション）広重「亀戸梅屋舗」　（国立国会図書館デジタルコレクション）
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【
午
前
11
時
〜
12
時
30
分
】

場
所　

木
場
公
園
入
口
広
場

木
場
の
角
乗�
東
京
木
場
角
乗
保
存
会

江
戸
時
代
、
木
場
の
筏い
か
だ
し師
（
川か
わ
な
み並
）
は
、

鳶と
び
ぐ
ち口
一
つ
で
材
木
を
筏
に
組
ん
で
い
ま
し

た
。
角
乗
は
、
そ
の
仕
事
の
余
技
と
し
て
生

ま
れ
ま
し
た
。

【
午
後
1
時
〜
3
時
50
分
】

場
所　

木
場
公
園
内
ふ
れ
あ
い
広
場

木
場
の
木
遣�

木
場
木
遣
保
存
会

木
場
の
川
並
衆
が
材
木
を
操
る
時
、
お
互

い
の
息
を
合
わ
せ
る
た
め
、
歌
わ
れ
た
労
働

歌
で
す
。

木
場
の
木
遣
念
仏��

木
場
木
遣
保
存
会

木
場
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
、
大
数
珠
を

手た

ぐ繰
り
な
が
ら
念
仏
を
唱
え
る
大
変
珍
し
い

も
の
で
す
。

砂
村
囃
子�

砂
村
囃
子
睦
会

江
戸
時
代
中
期
に
金
町
の
香
取
明
神
社

（
現
葛
飾
区
葛
西
神
社
）の
神
官
が
百
姓
に
教

え
た
祭
囃
子
の
流
れ
を
汲
む
お
囃
子
で
す
。

富
岡
八
幡
の
手
古
舞

富
岡
八
幡
の
手
古
舞
保
存
会

富
岡
八
幡
宮
の
祭
礼
で
神
輿
の
先
頭
に
立

ち
、
木
遣
を
歌
い
な
が
ら
、
男
髷ま
げ
に
裁た
っ
つ
け
ば
か
ま

着
袴

と
い
う
粋
な
い
で
た
ち
で
練
り
歩
き
ま
す
。

昔
は
、
辰
巳
芸
者
が
行
い
ま
し
た
。

深
川
の
力
持�

深
川
力
持
睦
会

江
戸
時
代
か
ら
倉
庫
地
帯
で
あ
っ
た
佐
賀

辺
り
で
、
米
俵
や
酒
樽
な
ど
の
運
搬
を
す
る

人
々
の
余
技
と
し
て
芸
能
化
し
ま
し
た
。

期　

間　

10
月
1
日（
日
）～
11
月
30
日（
木
）

都
内
9
区
（
足
立
・
板
橋
・
江
戸
川
・
北
・

江
東
・
杉
並
・
世
田
谷
・
練
馬
・
目
黒
）
が
参

加
し
て
、
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
古
民
家
を
紹

介
し
ま
す
。
東
京
区
政
会
館
（
千
代
田
区
飯
田

橋
3
︱
5
︱
1
）
1
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー

ル
で
は
、10
月
4
日
（
水
）
～
11
月
11
日
（
土
）

の
期
間
に
「
古

民
家
今
昔
も
の

が
た
り
」
と
題

し
た
展
示
を
行

い
ま
す
。

江
東
区
内
に

は
、
江
戸
時
代

の
民
家
建
築
で

あ
る
旧
大
石
家

住
宅
が
、
仙
台
堀
川
公
園
内
（
南
砂
5
︱
24

地
先
）
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

開
館
日　

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日

開
館
時
間　

午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時

毎
年
11
月
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
「
文
化

財
講
演
会
」
で
す
が
、
本
年
度
は
、
12
月
13

日
に
実
施
の
予
定
で
す
。

お
知
ら
せ

「
下
町
文
化
」（
2
7
7
号
）
に
お
い
て
、

昨
年
度
の
文
化
財
指
定
・
登
録
等
の
記
事
を

掲
載
し
ま
し
た
が
、「
所
在
地
変
更
」
1
件

の
変
更
後
の
所
在
地
を
追
加
で
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

　

所
在
地
変
更

【
史
跡
】

採
荼
庵
跡　
　

深
川
1
︱
8
付
近

民
俗
芸
能
大
会
10
月
29
日（
日
）

会
場
　
都
立
木
場
公
園

「
東
京
９
区
文
化
財

古
民
家
め
ぐ
り
」

東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク 

2
0
1
7

文
化
財
講
演
会

永代通り

東京メトロ東西線

都営新宿線

小名木川

深川不動堂
富岡八幡宮

菊川

新大橋通り

清洲橋通り

森下
深川
神明宮

森下五丁目
バス停

木場四丁目
　　　バス停

霊巌寺

採茶庵跡

葛西橋通り

清澄
白河

木場

高橋のらくろード

高
橋

東
京
都
現
代
美
術
館

木
場
公
園

都
営
大
江
戸
線

三
ツ
目
通
り

大
門
通
り

海
辺
橋

清
澄
通
り

木
場
親
水
公
園

東京メトロ半蔵門線
深川江戸資料館深川江戸資料館

ふれあい広場ふれあい広場

入口広場入口広場

会場
●都立木場公園（木場4丁目）入口広場・

ふれあい広場
交通　
●東京メトロ東西線「木場駅」下車徒歩5分
●都営地下鉄大江戸線「清澄白河駅」・都営

地下鉄新宿線「菊川駅」下車徒歩15分
●都営バス 業10 〔とうきょうスカイツリー駅

前～新橋〕木場4丁目下車

昨年の展示風景
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本
展
で
は
、
伝
統
工
芸
の
技
を
受
け
継
ぐ

区
無
形
文
化
財
保
持
者
に
よ
る
実
演
・
体
験

を
行
い
ま
す
（
左
日
程
表
参
照
）。
ま
た
今

回
は
、
特
集
と
し
て
す
だ
れ
製
作
（
豊
田
勇
）

を
取
り
上
げ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

伝
統
工
芸
品
即
売
（
会
期
中
）

会
場
内
で
、
江
東
区
伝
統
工
芸
保
存
会
に

よ
る
工
芸
品
の
即
売
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た

と
な
い
機
会
で
す
の
で
、
是
非
ど
う
ぞ
。

技
の
体
験
（
実
費
が
か
か
り
ま
す
）

午
前
10
時
～
正
午

／
午
後
1
時
～
3
時

左
日
程
表
の
う

ち
、
■
■
■
の
技
術

で
体
験
が
で
き
ま

す
。
申
込
は
会
場
で

直
接
職
人
さ
ん
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

無
形
文
化
財
公
開
事
業

江
東
区
伝
統
工
芸
展

江
東
区
伝
統
工
芸
展

無
形
文
化
財
公
開
事
業

日
時
　
10
月
5
日（
木
）〜
10
月
9
日（
月・祝
）　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　※

最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で

会
場
　
深
川
江
戸
資
料
館
　
地
階
レ
ク
ホ
ー
ル（
江
東
区
白
河
１
―
３
―
28
）

入
場
無
料

実演公開日程表
日程 技術 保持者
10/5

（木）
あめ細工 青木　喜
江戸切子 「皿のカット 費用1,000円」 小林淑郎

建具 「組子細工コースター 
費用1,000円〜 1,500円」 友國三郎

相撲呼出し裁着袴製作 富永　皓
茶の湯指物 山田一彦

10/6
（金）

あめ細工 青木　喜
表具 「一閑張の器 費用1,000円」 岩崎　晃
刀剣研磨 臼木良彦
帯製作 杉浦正雄
すだれ製作「色紙掛け 費用500円」 豊田　勇
木彫刻 渡邉美憲

10/7
（土）

あめ細工 青木　喜
表具 「一閑張の器 費用1,000円」 岩崎　晃

無地染 「手ぬぐいのしぼり染め
 費用1,500円」 近藤良治

ふすま榾・椽 鈴木延坦
相撲呼出し裁着袴製作 富永　皓
すだれ製作「色紙掛け 費用500円」 豊田　勇
木彫刻 渡邉美憲

10/8
（日）

あめ細工 青木　喜
紋章上絵 亀山晴男
江戸切子 「皿のカット 費用1,000円」 小林淑郎
帯製作 杉浦正雄
すだれ製作「色紙掛け 費用500円」 豊田　勇
手描友禅 和田宣明

10/9
（月・祝）

あめ細工 青木　喜
刀剣研磨 臼木良彦

更紗染 「東海道五十三次額絵 
費用2,500円」

佐野利夫
佐野勇二

建具 「組子細工コースター 
費用1,000円〜 1,500円」 友國三郎

すだれ製作「色紙掛け 費用500円」 豊田　勇
染色補正 丸田常廣

茶の湯指物 「箸 費用1,000円／
小箱 費用1,500円」 山田一彦

（順不同・敬称略）
※都合により変更する場合もあります。ご了承ください。
   の技術は体験ができます。申込みは当日会場で。

木場IC

東西線

都営新宿線

半蔵門線
清
澄
白
河
駅

森下駅 菊川駅

木場駅

門前仲町駅

木場IC

新大橋新大橋 新大橋通り

隅
田
川

小名木川

隅
田
川

小名木川 高
橋
高
橋

森下文化センター

永代通り

木場IC

葛西橋通り

芭
蕉
記
念
館
・
分
館

清澄庭園
深川図書館

清澄庭園
深川図書館

海
辺
橋
海
辺
橋

清
澄
通
り

仙台堀川

清洲橋清洲橋
清澄
白河駅前
清澄
白河駅前

清澄
庭園前
清澄
庭園前

首都高速道路首都高速道路

清洲橋通り

森下文化センター

清洲橋通り

三
ツ
目
通
り

木
場
公
園採荼庵跡

深川江戸資料館

都
営
大
江
戸
線

木
場
公
園

深川江戸資料館
－案内図－

●東京メトロ半蔵門線・都営地下鉄大江戸線
　「清澄白河」駅下車　A3出口　徒歩3分
●都営バス門33系統 「清澄庭園前」下車　徒歩3分
●都営バス秋26系統 「清澄白河駅」下車　徒歩4分

会場・深川江戸資料館への交通
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禁
じ
ら
れ
て
い
た
大
八
車

左
の
絵
は
大
伝
馬
町
一
丁
目
（
中
央
区
）

の
木
綿
問
屋
綿
屋
の
店
先
を
通
り
か
か
っ
た

大だ
い
は
ち
ぐ
る
ま

八
車
の
様
子
で
す
。
大
八
車
は
、
明
暦
3

年（
1
6
5
7
）の
大
火
後
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ

の
中
で
登
場
し
、
車
台
の
長
さ
8
尺
か
ら
そ

の
名
が
付
い
た
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
大
火
以

前
よ
り
あ
っ
た
牛う
し
ぐ
る
ま車
と
共
に
運
送
の
主
役
と

な
り
、
延
宝
9
年
（
1
6
8
1
）
2
月
に
は

仕
事
を
奪
わ
れ
た
馬
持
た
ち
か
ら
積
み
荷
の

規
制
を
求
め
ら
れ
る
程
で
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
物
資
が
集
ま
っ
た
深
川
で
も

さ
ぞ
か
し
大
八
車
が
活
躍
し
た
で
あ
ろ
う
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
実
は
本
所
深
川
内
で
は
そ

の
使
用
は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

禁
令
は
延
宝
8
年
（
1
6
8
0
）
12
月

に
出
さ
れ
ま
し
た
（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵

「
本
所
深
川
車
引
之
書
留
」）。
禁
止
の
理
由

は
は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ
ん
。
後
の
文
化
6

年
（
1
8
0
9
）
9
月
の
町
奉
行
所
に
よ
る

調
査
で
は
、
禁
令
が
出
さ
れ
た
時
に
あ
っ
た

本
所
上
水
（
享
保
7
年
・
1
7
2
2
に
廃
止
）

の
埋う

め
ど
い樋
（
水
道
設
備
）
を
破
損
さ
せ
な
い
た

め
で
は
な
い
か
と
い
う
申
し
伝
え
が
分
か
っ

た
だ
け
で
し
た
。

大
八
車
は
使
わ
れ
て
い
た

と
こ
ろ
が
大
八
車
は
使
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
文
化
6
年
9
月
に
本
所
内
で
大
八
車
を

所
持
し
て
用
い
る
者
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
（
深
川
内
は
無
し
）。
さ
ら
に
文
政
4
年

（
1
8
2
1
）
正
月
に
は
本
所
深
川
内
に
75

輌
の
大
八
車
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
深

川
で
は
霊
巌
寺
門
前
町
と
海
辺
大
工
町
で
各

1
輌
、
亀
戸
町
で
は
1
輌
あ
り
ま
し
た
。

い
つ
ご
ろ
か
ら
本
所
深
川
で
大
八
車
が
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
元

禄
13
年
（
1
7
0
0
）
8
月
本
所
深
川
の
代

官
伊
奈
氏
が
大
八
車
所
持
者
に
対
し
て
三
伝

馬
町
（
大
伝
馬
、
小
伝
馬
、
南
伝
馬
各
町
）

名
主
方
で
車
に
極ご
く
い
ん印
を
受
け
る
よ
う
に
触
れ

を
出
し
て
い
ま
す
。
町
奉
行
所
で
は
、
こ
の

触
れ
以
前
に
は
大
八
車
の
使
用
が
許
可
さ
れ

た
も
の
か
と
推
測
し
て
い
ま
す
。

元
禄
期
の
本
所
深
川
の
住
民
は
、
正
徳
3

年
（
1
7
1
3
）
閏
5
月
に
町
奉
行
支
配
下

と
な
る
ま
で
、
土
地
と
共
に
伊
奈
氏
の
支
配

下
に
あ
り
ま
し
た
。
伊
奈
氏
の
触
れ
は
、
同

時
期
に
江
戸
向
の
大
八
車
所
持
者
が
三
伝
馬

町
名
主
か
ら
車
に
極
印
を
受
け
て
毎
月
1
輌

に
つ
き
銀
1
匁も

ん
めの

支
払
い
を
義
務
づ
け
ら
れ

た
こ
と
に
関
わ
る
も
の
で
す
。
ち
な
み
に
極

印
を
受
け
た
車
は
元
禄
13
年
9
月
時
点
で

2
0
9
1
輌
で
し
た
。

大
八
車
の
使
わ
れ
方

天
保
3
年
（
1
8
3
2
）
6
月
時
点
で
、

深
川
内
で
は
元
町
・
霊
巌
寺
門
前
町
・
平
野

町
に
て
大
八
車
の
所
持
者
が
い
ま
し
た
。

元
町
に
住
む
伊
兵
衛
は
、
酒
醤
油
の
枡

売
り
を
生
業
と
し
、
購
入
し
た
荷
物
が
小
名

木
川
の
高
橋
河
岸
に
到
着
す
る
と
、
大
八
車

に
積
み
、
河
岸
か
ら
自
宅
ま
で
の
3
町
（
約

3
2
7
m
）
ほ
ど
を
運
ん
で
い
ま
し
た
。
車
は

近
所
の
常
盤
町
二
丁
目
に
住
む
炭
薪
仲
買
の
池

田
屋
卯
兵
衛
か
ら
借
り
て
い
て
、
卯
兵
衛
の
病

死
後
に
譲
り
請
け
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
霊

巌
寺
門
前
町
の
七
兵
衛
、
平
野
町
の
喜
惣
次

も
酒
醤
油
の
枡
売
り
を
し
て
い
て
、
伊
兵
衛

と
同
様
に
荷
物
が
河
岸
に
到
着
し
た
ら
自
宅

ま
で
の
間
を
大
八
車
で
運
ん
で
い
ま
し
た
。

伊
兵
衛
ら
3
人
に
共
通
す
る
こ
と
は
、
車し
ゃ

力り
き

渡と

世せ
い

の
者
（
運
送
業
者
）
で
は
な
い
こ

と
、
最
寄
り
運
送
の
み
に
大
八
車
を
用
い
、

橋
の
上
や
他
町
へ
は
車
を
引
か
な
い
こ
と
で

し
た
。
こ
れ
は
本
所
深
川
全
体
で
も
同
様
で
、

と
く
に
橋
上
の
車く
る
ま
ひ
き引

は
厳
禁
で
あ
る
こ
と
が

町
々
の
仕
来
り
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

背
景
に
は
、
本
所
深
川
内
の
御
入
用
橋
が
禁

令
も
あ
る
た
め
に
自
然
と
大
八
車
を
引
か
せ

な
い
前
提
の
造
り
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
敷
板
の
厚
さ
も
江
戸
向
と
違
っ

て
お
お
よ
そ
3
寸
（
約
9
㎝
）
と
薄
い
も
の

で
し
た
。
ま
た
本
所
深
川
の
御
入
用
橋
数
が

江
戸
向
の
28
橋
に
対
し
て
48
橋
と
多
く
（
弘

化
2
年
・
1
8
4
5
時
点
）、
そ
の
維
持
費

用
が
幕
府
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
に
な
っ
て

い
た
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

大
八
車
の
ゆ
く
え

弘
化
4
年
2
月
、
町
奉
行
の
鍋
嶋
直
孝
と

遠
山
景
元
は
本
所
深
川
で
の
大
八
車
使
用
を

を
「
不ふ

と
り
し
ま
り

取
締
」
と
見
な
し
、
こ
の
状
況
を
解

消
す
る
べ
く
、
老
中
阿
部
正
弘
に
対
し
て
大

八
車
使
用
を
許
可
し
て
よ
い
か
伺
い
を
出
し

て
い
ま
す
。

鍋
嶋
ら
の
主
張
は
、
本
所
深
川
は
掘
割
が

多
く
て
舟
運
が
便
利
で
あ
る
た
め
に
、
古
来

よ
り
板
材
木
炭
薪
や
米
穀
な
ど
の
大
荷
を
扱

う
者
が
多
く
住
み
、
彼
ら
は
車
を
最
寄
り
運

送
の
み
に
使
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま

で
の
よ
う
に
橋
を
除
き
改
め
て
本
所
深
川
一

円
で
の
使
用
を
許
可
す
れ
ば
、
さ
ら
に
運
送

も
便
利
と
な
り
、
自
然
と
物
価
引
き
下
げ
の

一
助
と
も
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
も
の
で
し
た
。

同
年
7
月
、
老
中
阿
部
は
伺
い
を
却
下
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
仕
来
り
通

り
に
し
な
さ
い
と
指
示
し
て
い
る
の
で
、
現

状
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
文
化
財
主
任
専
門
員　

栗
原 

修
）

本
所
深
川
と
大
八
車

江
東
こ
ぼ
れ
話

『江戸名所図会』（国立国会図書館所蔵）
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治
兵
衛
新
田
と
久
左
衛
門
新
田
は
、
元

禄
郷
帳
（
元げ
ん
ろ
く禄

13
～
15
年
〈
1
7
0
0
～

0
₂
〉
作
成
）
で
は
、「
久
左
衛
門
治
兵
衛

新
田
」
と
あ
り
、も
と
も
と
一
つ
の
新
田
だ
っ

た
も
の
が
分
村
し
て
成
立
し
ま
し
た
。
村
名

は
開
発
者
の
名
前
に
由
来
し
ま
す
。

か
つ
て
は
両
村
の
境
界
に
は
「
境
入
船
川
」

が
流
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
埋
め
立
て

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、「
境
川
」
の
地

名
に
そ
の
名
を
残
し
て
い
ま
す
。

久
左
衛
門
治
兵
衛
新
田
が
成
立
し
た
確

か
な
時
期
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
地
理
的
に

小
名
木
川
に
面
し
た
位
置
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
砂
町
地
区
の
新
田
村
の
な
か
で
は
比
較

的
早
く
開
発
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
鎮
守
の

治
兵
衛
稲
荷
神
社
の
創
建
が
、
慶け
い
あ
ん安
年
間

（
1
6
4
8
～
₅
₂
）
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
17
世
紀
中
頃
に
は

開
発
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

治
兵
衛
稲
荷
の
文
化
財

そ
の
治
兵
衛
稲
荷
神
社
に
は
4
件
の
文

化
財
が
残
さ
れ
て
お
り
、
特
に
寛か
ん
せ
い政

5
年

（
1
7
9
3
）
6
月
の
銘
文
が
あ
る
「
水
盤

　

治
兵
衛
新
田
氏
子
中
奉
納
」（
江
東
区
登

録
有
形
民
俗
文
化
財
）
は
、
そ
の
名
の
通
り
、

治
兵
衛
新
田
の
人
々
が
当
社
に
奉
納
し
た
も

の
で
あ
り
、
同
新
田
の
名
が
記
さ
れ
た
数
少

な
い
文
化
財
と
し
て
貴
重
で
す
。

ま
た
、
享
き
ょ
う
ほ
う保

3
年
（
1
7
1
8
）
の
庚
申

塔
（
区
登
録
有
形
民
俗
）
は
、
も
と
は
持
宝

院
に
い
た
る
大
師
道
の
辻
に
建
っ
て
い
た
も

の
で
、
奉
納
者
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め

詳
細
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
地
域
に
お
け
る

庚こ
う

申し
ん

信し
ん

仰こ
う
の
あ
り
方
を
伝
え
る
も
の
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。
庚
申
塔
は
、
そ
の
像
容
も
多

彩
で
地
域
・
時
代
に
よ
っ
て
様
々
な
形
を
し

て
い
ま
す
が
、
こ
の
庚
申
塔
は
三さ
ん

猿え
ん

（
見
ざ

る
聞
か
ざ
る
言
わ
ざ
る
を
意
味
す
る
庚
申
信

仰
の
象
徴
）
が
洞
窟
の
中
に
い
る
か
の
よ
う

に
彫
ら
れ
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
す
。

小
名
木
川
沿
い
の
大
名
屋
敷

両
村
の
特
色
に
「
江
戸
近
郊
」・「
小
名
木

川
沿
い
」
と
い
う
立
地
か
ら
、
大
名
屋
敷
が

多
く
置
か
れ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

治
兵
衛
新
田
に
は
、
村
の
小こ

字あ
ざ

名
（
村
の

中
の
一
区
画
の
名
称
）
に
「
上
野
屋
敷
」
と

い
う
地
名
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
元
禄
期

（
1
6
8
8
～
1
7
0
4
）
に
忠
臣
蔵
で
有

名
な
吉き

ら良
上こ
う
づ
け
の
す
け

野
介
の
屋
敷
が
あ
っ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
東
隣
の
亀
高
村
に
ま
た
が
っ
て
阿

波
徳
島
藩
蜂
須
賀
家
の
抱

か
か
え

屋
敷
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
こ
は
同
家
で
は
「
小
名
木
沢
屋
敷
」

と
呼
ば
れ
、
2
代
藩
主
忠た
だ
て
る英
の
次
男
隆た
か
し
げ重
が

寛か
ん
ぶ
ん文

4
年
（
1
6
6
4
）
に
幕
府
か
ら
拝
領

し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
の
ち
隆
重
は
、

徳
島
藩
領
の
う
ち
5
万
石
を
分
知
さ
れ
、
富

田
藩
主
と
な
り
ま
し
た
が
、
孫
の
正ま
さ
か
ず員
が
享

保
10
年
に
徳
島
藩
の
跡
継
ぎ
と
な
っ
て
、
富

田
藩
が
廃
絶
し
た
た
め
、
屋
敷
も
徳
島
藩
の

も
の
と
な
り
ま
し
た
。『
江
戸
名
園
記
』（
秋

香
散
人
著
、
18
世
紀
後
半
成
立
か
）
に
よ
る

と
、
こ
こ
に
は
趣
向
を
凝
ら
し
た
庭
園
が
築

か
れ
て
い
た
よ
う
で
、
小
名
木
川
か
ら
水
を

引
い
た
と
思
わ
れ
る
泉
水
も
設
け
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
跡
地
は
江
東
区
登
録
史
跡
（「
徳

島
藩
下
屋
敷
庭
園
跡
」、
北
砂
5
︱
20
・
21
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
久
左
衛
門
新
田
に
も
、笠
間
藩
（
茨

城
県
）
牧
野
家
や
土
佐
藩
（
高
知
県
）
山
内

家
の
抱
屋
敷
が
あ
り
、
大
名
た
ち
が
小
名
木

川
沿
い
と
い
う
立
地
を
利
用
し
て
屋
敷
を
構

え
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

幕
末
・
維
新
期
の
史
跡

久
左
衛
門
新
田
の
大
名
屋
敷
は
、
幕
末

に
活
躍
し
た
人
物
に
関
す
る
史
跡
も
多
い
で

す
。
山
内
家
屋
敷
は
幕
末
の
刀
工
左さ
の
ゆ
き
ひ
で

行
秀

が
鍛
錬
場
を
構
え
た
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま

す
（
区
登
録
史
跡
「
左
行
秀
鍛
錬
場
跡
」
北

砂
1
︱
18
・
19
、
2
︱
17
付
近
）。
行
秀
は

左
文
字
派
の
流
れ
を
く
む
刀
匠
で
弘こ
う

化か

4
年

（
1
8
4
7
）
に
高
知
城
下
で
活
動
し
た
後
、

文ぶ
ん
き
ゅ
う久

2
年
（
1
8
6
2
）
ま
で
に
は
土
佐
藩

主
山や
ま
う
ち内
容よ
う
ど
う堂
に
従
っ
て
江
戸
に
入
り
、
土
佐

藩
邸
に
居
住
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
同
じ
山
内
家
屋
敷
に
は
幕
末
に
英

語
通
訳
・
外
交
顧
問
と
し
て
活
躍
し
た
中
浜

万
次
郎
（
ジ
ョ
ン
万
次
郎
）
も
居
住
し
て
い

ま
し
た
（
区
登
録
史
跡
「
中
浜
万
次
郎
宅
跡
」

北
砂
1
︱
18
・
19
、
2
︱
17
付
近
）。

さ
ら
に
、
牧
野
家
屋
敷
（
北
砂
2
︱
15
付

近
）
に
は
咸
臨
丸
渡
米
で
航
海
長
と
し
て
活

躍
し
た
笠
間
藩
士
小
野
友
五
郎
も
、
幕
臣
に

取
り
立
て
ら
れ
る
前
ま
で
居
住
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
北
砂
は
幕
末
に
活
躍
し
た
人

物
た
ち
ゆ
か
り
の
地
で
も
あ
る
の
で
す
。

（
文
化
財
専
門
員　

斉
藤
照
徳
）

治
兵
衛
新
田・久
左
衛
門
新
田

治
兵
衛
新
田・久
左
衛
門
新
田

城
東
の
村
を
歩
く
⑩

城
東
の
村
を
歩
く
⑩

庚申塔（享保3年）

本所深川絵図（安政5年〈1858〉、尾張屋板、部分）

小名木川

土佐藩

笠間藩

徳島藩
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【
展
示
の
趣
旨
】

江
東
区
に
生
ま
れ
育
っ
た
人
も
含
め
て
、

「
江
東
区
は
江
戸
時
代
ま
で
は
大
半
が
海
で
、

わ
ず
か
に
島
が
点
在
し
て
い
た
」
と
い
っ
た

「
通
説
」
が
伝
え
ら
れ
、
小
学
校
な
ど
で
も

そ
の
よ
う
に
教
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

本
展
は
、
江
戸
よ
り
前
の
時
代
の
江
東
区

に
つ
い
て
、
ど
こ
ま
で
の
こ
と
が
分
か
っ
て

い
る
の
か
を
紹
介
す
る
展
示
で
す
。
そ
の
い

く
つ
か
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

【
東
京
低
地
の
開
発
】

武
蔵
野
台
地
の
東
に
広
が
る
「
東
京
低

地
」
は
、
氷
河
時
代
と
暖
か
い
時
代
が
何
度

も
交
互
に
訪
れ
た
中
で
、
海
面
に
沈
ん
だ
り
、

陸
地
に
な
っ
た
り
と
繰
り
返
さ
れ
て
き
ま
し

た
。江

東
区
の
土
地
が
生
ま
れ
た
の
は
、
お
よ

そ
2
千
年
前
、
弥
生
時
代
の
頃
に
な
る
と
、

海
面
の
高
さ
が
ほ
ぼ
現
在
と
同
じ
に
下
が

り
、
そ
こ
に
た
び
た
び
流
路
を
変
え
な
が
ら

蛇
行
し
て
流
れ
て
い
た
利
根
川
や
荒
川
が
、

洪
水
の
た
び
に
土
砂
を
運
び
、
河
口
か
ら
海

に
向
け
て
土
地
が
作
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

こ
う
し
て
「
東
京
低
地
」
が
造
ら
れ
ま
し
た
。

【
江
東
区
の
土
地
が
あ
ら
わ
れ
る
】

江
東
区
の
土
地
が
最
初
に
誕
生
し
た
の

は
、
区
の
最
も
北
部
に
あ
た
る
亀
戸
周
辺
で

し
た
。
そ
こ
で
史
料
や
古
地
図
類
か
ら
、
推

測
を
ま
じ
え
て
そ
の
痕
跡
を
探
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。

室
町
時
代
初
期
、
応
永
5
年
（
1
3
9
8
）

「
下し
も
う
さ
の
く
に
か
さ
い
の
み
く
り
や
で
ん
す
う
ち
ゅ
う
も
ん
う
つ
し

総
国
葛
西
御
厨
田
数
注
文
写
」（
国
立

公
文
書
館
蔵
）
と
い
う
史
料
が
あ
り
ま
す
。

「
葛か
さ
い
の
み
く
り
や

西
御
厨
」
と
は
、
鎌
倉
時
代
に
葛
西
氏

が
伊
勢
神
宮
に
寄
進
し
た
地
域
の
こ
と
で
、

今
の
葛
飾
区
・
江
戸
川
区
・
墨
田
区
・
江
東

区
が
含
ま
れ
ま
す
。
そ
の
御
厨
内
の
郷
村
の

数
、
土
地
の
こ
と
を
書
き
上
げ
た
の
が
、「
田

数
注
文
」
と
な
り
ま
す
。

こ
の
御
厨
領
内
を
略
図
に
あ
ら
わ
し
た
の

が
図
1
で
す
。
葛
西
御
厨
は
現
隅
田
川
と
現

江
戸
川
の
間
に
分
布
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

中
心
は
中
川
流
域
で
し
た
。
上
流
に
は
中
世

に
栄
え
、
古
代
東
海
道
が
通
っ
て
い
た
奥
戸
、

葛
西
城
が
あ
っ
た
青
戸
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
亀
津
村
、
今
の
亀
戸
は
中
川
の

河
口
部
に
あ
た
り
、
海
浜
の
地
と
し
て
御
厨

内
の
地
域
と
海
を
通
じ
て
他
の
地
域
と
を
結

ぶ
湊
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

【
江
戸
時
代
の
地
誌
】亀カ

メ
戸ド

村

亀
戸
村
ハ
。
村
内
ニ
亀
ヶ
井
ト
イ
フ
旧
井
ア

ル
ヲ
以
テ
。
村
名
起
リ
シ
ヨ
シ
土
人
ノ
云
伝

ル
所
ナ
リ
。
サ
レ
ト
鎮
守
香
取
社
神
主
ノ
家

伝
ニ
拠
ニ
。
往
古
当
所
ハ
海
中
ノ
孤
島
ニ
シ

テ
。
其
形
チ
亀
ニ
似
タ
ル
ヲ
モ
テ
。
亀
嶋
ト

呼
ヒ
。
後
ニ
四
辺
陸
地
ニ
続
キ
テ
。
村
落
ヲ

成
セ
シ
ヨ
リ
。
亀
村
ト
名
付
シ
ヲ
。

後
年
亀
ヶ
井
ト
相
混
シ
テ
。
亀
井
戸
ト
呼
ヒ
。

後
又
中
略
シ
テ
亀
戸
村
ト
称
セ
リ
ト
云
。
サ

レ
ト
其
地
名
ノ
改
リ
シ
年
代
ハ
詳
ナ
ラ
ス
。

江
戸
ノ
行
程
一
里
余
。
民
戸
二
百
六
十
八
。

右
の
記
述
は
、
江
戸
後
期
に
江
戸
幕
府

が
編
纂
し
た
地
誌
、『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』

の
一
節
で
す
。
①
亀
戸
村
の
名
は
村
内
に

「
亀
ヶ
井
」
と
い
う
井
戸
が
あ
っ
た
か
ら
と
、

地
元
の
人
は
言
っ
て
い
る
。
②
し
か
し
村
の

鎮
守
、
香
取
神
社
の
言
い
伝
え
で
は
、
こ
の

あ
た
り
は
「
海
中
の
孤
島
」
で
亀
の
よ
う
な

形
の
島
が
あ
り
、
亀
島
と
呼
ば
れ
た
。
③
さ

ら
に
、
周
囲
の
陸
地
が
つ
な
が
っ
て
、
亀
村

に
な
り
、
や
が
て
亀
ヶ
井
と
混
同
さ
れ
て
亀

　
平
成
29
年
7
月
26
日（
水
）〜
8
月
27
日（
日
）に
か
け
て
、
冒
頭
の
よ
う
な
企
画

展
示
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
江
東
の
古
代
・
中
世　

〜
今
、
ど
こ
ま
で
わ
か
っ
て
い
る
の
か
〜
」

猿俣猿俣

飯塚飯塚

小鮎小鮎

金町金町

亀無亀無

木庭袋木庭袋

堀切堀切
隅田隅田

寺嶋寺嶋

立石立石
奥戸奥戸

下小岩下小岩一色一色

小松小松
上平江上平江

上木毛河上木毛河

渋江渋江

下木毛河下木毛河

小村江小村江

下平江下平江

松本松本

鹿骨鹿骨

上篠崎上篠崎

下篠崎下篠崎

蒲田蒲田

今井今井

西一江西一江 東一江東一江

二江二江

東小松河東小松河

西小松河西小松河

長嶋長嶋

青戸青戸

嶋俣嶋俣

曲金曲金

上小岩上小岩

亀津村亀津村

図1　葛西御厨図　中川最下流に「亀津村」
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井
戸
に
な
り
、
さ
ら
に
亀
戸
に
な
っ
た
、
と

記
し
て
い
ま
す
。

「
海
中
の
孤
島
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、

土
地
の
形
成
過
程
を
考
え
る
と
、
遠
浅
の
海

が
広
が
り
、
干
潮
時
に
は
陸
続
き
に
な
る
よ

う
な
砂
洲
や
島
が
点
在
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
こ
の
表
現
が
こ
れ
ま
で
の
亀
戸
、

ひ
い
て
は
江
東
区
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
に
影
響

し
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。

江
東
区
周
辺
に
は
、
牛
島
・
猿
江
・
浮
き

洲
の
森
（
吾
嬬
神
社
辺
）・
水
神
森
・
高こ
う

貝が
い

洲す

（
亀
戸
9
周
辺
）
な
ど
砂
洲
状
の
土
地
や

島
が
多
く
点
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
地
名

が
見
ら
れ
ま
す
。
決
し
て
こ
の
地
域
は
「
海

中
の
孤
島
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
隅
田
川
の
分
流　

北
十
間
川
・
横
十
間
川
】

「
浅せ
ん
そ
う
じ
り
ん
ぞ
う
さ
い
こ
う
か
ん
え
ん
し
ょ

草
寺
輪
蔵
再
興
勧
縁
疏
」
と
い
う
室

町
時
代
中
期
、
文
明
15
年
（
1
4
8
3
）
の

史
料
が
あ
り
ま
す
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

蔵
）。

「
浅
草
寺
輪
蔵
再
興
勧
縁
疏
」

武
蔵
州
豊
島
郡
金
竜
山
浅
草
教
寺　

輪
蔵
再

興
化
縁
疏
並
叙

本
寺
乃
本
朝
推
古
天
皇
奉
勅
之
霊
地
也
、
河

之
貫
於
平
田
浅
草
、
以
流
者

両
条
、
曰
隅
田
、
曰
宮
戸
矣
、（
以
下
略
）

◎
読
み
方
　
本
寺
（
浅
草
寺
）
す
な
わ
ち
推

古
天
皇
奉
勅
の
霊
地
な
り
、
河
の
つ
ら
ぬ
き
、

平
田
浅
草
に
於
い
て
流
れ
は
両
条
を
も
っ

て
、
隅
田
と
い
わ
く
、
宮
戸
と
い
わ
く

【
意
訳
】
浅
草
寺
は
推
古
天
皇
の
意
思
に
よ
っ

て
建
立
さ
れ
た
霊
地
で
、
傍
を
流
れ
る
川
は

浅
草
の
あ
た
り
で
2
筋
に
分
か
れ
、
ひ
と
つ

は
隅
田
川
、
も
う
ひ
と
つ
は
宮
戸
川
と
呼
ぶ
。

「
勧
縁
疏
」
と
は
仏
・
菩
薩
の
霊
験
な
ど
を

格
調
高
く
、
わ
か
り
や
す
く
表
し
た
文
章
の

こ
と
で
、
浅
草
寺
の
輪
蔵
（
経
典
を
納
め
る

蔵
）
を
再
興
す
る
た
め
、
浅
草
寺
の
由
緒
を

格
調
高
く
説
き
、
勧
進
す
る
（
寄
付
を
求
め

る
）
た
め
に
表
さ
れ
た
文
章
で
す
。

宮
戸
川
と
い
う
名
は
、
浅
草
寺
が
別

当
と
な
っ
て
い
る
三
社
権
現
（
浅
草
神

社
）
へ
向
か
う
流
れ
に
あ
た
る
こ
と
か

ら
、
江
戸
時
代
以
降
は
現
隅
田
川
を
さ

し
て
い
ま
す
。
で
は
こ
の
史
料
に
記
さ

れ
た
隅
田
川
と
は
ど
の
川
な
の
で
し
ょ

う
か
。

江
戸
よ
り
前
の
流
路
と
し
て
、
今
の

北
十
間
川
の
隅
田
川
へ
の
河
口
よ
り
北

側
、
首
都
高
速
6
号
線
向
島
ラ
ン
プ
辺

（
言
問
橋
辺
）
か
ら
南
東
へ
下
り
、
曳

舟
あ
た
り
を
通
っ
て
現
北
十
間
川
に
合

流
す
る
、
古
川
と
い
う
川
が
流
れ
て
い

ま
し
た
（
図
2
）。

江
戸
時
代
に
は
す
で
に
「
お
も
ふ
に

今
請
地
村
の
内
に
古
川
と
称
す
る
よ
し

あ
し
な
ど
し
げ
り
て
、
鷭
の
御
鷹
狩
場
と
な

れ
る
沼
あ
り
。
隅
田
川
堤
の
内
よ
り
な
ゝ
め

に
押
上
村
の
方
へ
わ
た
り
て
、
三
四
ヶ
所
あ

り
。
も
と
は
一
連
な
る
川
に
て
、
隅
田
川
よ

り
今
の
北
十
間
川
に
通
し
た
る
さ
ま
な
り
」

（
三
島
政
行
『
葛
西
志
』）
と
大
き
な
川
で
は

な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
江
戸
よ
り
前
か
ら

流
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

古
川
・
北
十
間
川
・
の
ち
の
横
十
間
川
（
流

れ
は
お
そ
ら
く
北
十
間
川
か
ら
分
か
れ
て
南

流
し
、
亀
戸
・
大
島
の
あ
た
り
ま
で
で
海
に

注
ぐ
）
と
い
う
ル
ー
ト
が
、「
も
う
ひ
と
つ

の
隅
田
川
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
初
頭
に
は
古
川
も
、

の
ち
の
横
十
間
川
の
流
れ
も
部
分
的
な
流
れ

に
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
明
暦
の
大
火
後
の

本
所
の
開
発
の
際
に
改
め
て
整
備
し
な
お
し

た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
中
世
で
は
現
墨
田
区
西
部
に
あ
た

る
牛
島
は
武
蔵
国
、
亀
戸
（
津
）
は
下
総
国

と
さ
れ
、
そ
の
国
境
は
隅
田
川
だ
っ
た
と
さ

れ
ま
す
。
こ
の
定
説
に
倣
え
ば
、
国
境
と
な

る
隅
田
川
は
、
今
の
隅
田
川
で
は
あ
り
え
な

い
こ
と
に
な
り
、
こ
の
点
か
ら
も
「
も
う
ひ

と
つ
の
隅
田
川
」
の
存
在
が
否
定
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

【
亀
津
村
の
存
在　

ま
と
め
】

か
つ
て
の
海
岸
線
だ
っ
た
北
十
間
川
か

ら
旧
中
川
沿
岸
の
砂
洲
状
の
土
地
に
亀
津
村

（
の
ち
の
亀
戸
村
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。
江

戸
時
代
よ
り
前
の
時
代
に
、
す
で
に
多
く
の

神
社
・
寺
院
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
海

浜
の
地
で
あ
り
、
浅
草
や
今
戸
な
ど
周
辺
地

域
と
は
水
上
交
通
で
結
ば
れ
、
こ
の
時
代
に

栄
え
て
い
た
中
川
流
域
へ
の
海
か
ら
の
入
り

口
に
も
あ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
砂
洲
の
地
形
が
日や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

本
武
尊
や

弟お
と
た
ち
ば
な
ひ
め

橘
媛
、
中な
か
と
み
の
か
ま
た
り

臣
鎌
足
の
伝
説
を
生
む
舞
台
と

な
り
ま
し
た
。

※ 

展
示
の
企
画
に
あ
た
り
、
栗
原
修
氏
・
今

野
慶
信
氏
の
教
示
を
参
考
に
し
ま
し
た
。

（
久
染
健
夫
）

中居堀

横十間川

大横川

曳
舟
川

北
十
間
川

竪
川

古
川

図2　天保14年御江戸大絵図（部分）
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皆
様
が
神
社
を
参
拝
す
る
た
め
境
内
へ
入

る
時
に
見
る
こ
と
が
多
い
鳥
居
は
、
神
社
に

お
い
て
神
聖
な
区
域
を
示
す
た
め
の
建
造
物

で
す
。

鳥
居
の
語
源
に
は
「
鳥
の
居
る
と
こ
ろ
」・

「
通
り
入
る
」
な
ど
の
諸
説
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
形
式
の
起
源
は
、
日
本
固
有
の
も
の
と

す
る
説
の
他
、
中
国
・
イ
ン
ド
そ
の
他
に
あ

る
類
似
の
施
設
と
の
関
連
を
説
く
説
な
ど
諸

説
あ
り
ま
す
。

現
在
、
江
東
区
で
は
、
27
件
の
鳥
居
が
登

録
文
化
財〔
有
形
文
化
財（
建
造
物
）〕と
な
っ

て
い
ま
す
。
一
方
で
完
形
で
は
な
く
と
も
、

残
さ
れ
た
部
材
（
5
件
）
が
歴
史
資
料
と
し

て
、
さ
ら
に
鳥
居
が
建
っ
て
い
た
跡
（
1
件
）

が
史
跡
と
し
て
登
録
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま

す
。
総
計
と
し
て
、
鳥
居
関
連
の
登
録
文
化

財
は
33
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

鳥
居
の
構
造
と
形
式

鳥
居
の
構
造
は
、
基
本
的
に
二
本
の
柱
と

そ
の
上
部
を
水
平
に
連
結
す
る
二
本
の
部
材

か
ら
な
り
ま
す
。
こ
の
四
本
の
部
材
の
形
状
、

こ
れ
ら
に
付
随
す
る
部
材
の
有
無
に
よ
り
、

多
く
の
形
式
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
二
本
の
柱

の
上
端
を
覆
う
水
平
の
部
材
を
笠か
さ

木ぎ

、
そ
の

下
に
あ
っ
て
柱
の
上
部
を
連
結
す
る
部
材
を

貫ぬ
き

と
称
し
ま
す
（
詳
細
は
①
を
参
照
）。

ま
た
、
そ
の
形
式
と
し
て
は
、
神し

ん
め
い明
鳥
居

の
場
合
、
二
本
の
柱
と
笠
木
、
貫
で
構
成
さ

れ
ま
す
（
②
）。
一
方
、
明
み
ょ
う
じ
ん神

鳥
居
は
反
っ

た
笠
木
の
下
に
島し
ま

木ぎ

を
持
ち
、
島
木
と
貫
の

間
に
額が
く
づ
か束
が
入
り
、
柱
に
は
亀か
め
ば
ら腹
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
（
③
）。

さ
て
、
こ
う
し
た
鳥
居
は
、
区
で
登
録
文

化
財
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
も
の
の
ほ
と
ん

ど
が
石
造
で
す
〔
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
は
八
名

川
稲
荷
神
社
（
新
大
橋
3
）
の
１
件
の
み
〕。

富
岡
八
幡
宮
の
鳥
居

現
在
、
富
岡
八
幡
宮
（
富
岡
1
）
に
は
9

件
（
建
造
物
5
件
・
歴
史
資
料
４
件
）
の
鳥

居
に
関
す
る
文
化
財
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
文
化
2
年
（
1
8
0
5
）
の
銘
を
持
つ

石
造
鳥
居
は
、
江
東
区
で
現
存
す
る
鳥
居
と

し
て
は
最
も
古
い
年
代
で
す
（
④
）。
刻
銘

に
南
新
堀
・
霊
巖
島
（
い
ず
れ
も
中
央
区
）

の
人
々
が
建
立
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お

り
、
富
岡
八
幡
宮
の
氏
子
地
域
の
広
さ
を
示

唆
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
鳥
居
は
大

正
十
二
年
（
1
9
2
3
）
の
関
東
大
震
災
に

よ
り
倒
壊
し
、
そ
の
2
年
後
に
修
復
・
再
建

さ
れ
た
こ
と
も
刻
銘
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
富
岡
八
幡
宮
内
に
は
、
柱
な
ど
が

失
わ
れ
、
台
石

な
ど
部
材
が
残

さ
れ
た
も
の
も

あ
り
ま
す
（
歴

史
資
料
・
⑤
）。

⑤
は
現
在

の
大
鳥
居
の
位

置
に
あ
っ
た
鳥

居
の
部
材
で
す

が
、
戦
災
で
焼
失
し
た
た
め
木
造
で
あ
っ
た

柱
な
ど
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
江
東
区
の
鳥
居
に
は
、
震
災

や
戦
災
に
よ
る
影
響
を
受
け
た
も
の
が
少
な

か
ら
ず
あ
り
ま
す
。

史
跡
と
し
て
の
鳥
居
跡

さ
て
、
こ
こ
ま
で
現
存
す
る
鳥
居
を
中

心
に
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、
江
東
区
で
は

「
富
岡
八
幡
宮
の
一
の
鳥
居
跡
」
が
史
跡
と

し
て
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
鳥
居
は
、

高
さ
が
6
メ
ー
ト
ル
、
柱
の
間
隔
が
4
・
5

メ
ー
ト
ル
あ
り
、
本
殿
の
西
側
3
3
0
～

4
4
0
メ
ー
ト
ル
（
現
在
の
門
前
仲
町
交
差

点
付
近
・
門
前
仲
町
1
︱
4
）
に
あ
っ
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
鳥
居
か
ら
は
じ
ま
る
参
道

の
両
側
に
は
、
料
理
茶
屋
が
建
ち
並
び
、
参

詣
や
遊
興
の
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
こ
の
鳥

居
跡
は
、
当
時
の
富
岡
八
幡
宮
の
規
模
と
繁

栄
を
示
す
史
跡
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
富
岡
八
幡
宮
の
鳥
居
を
取
り
上
げ

ま
し
た
が
、
他
に
も
亀
戸
天
神
（
亀
戸
3
）

や
富
賀
岡
八
幡
宮
（
南
砂
7
）
な
ど
区
内
各

所
の
神
社
に
は
江
戸
時
代
以
来
の
鳥
居
・
戦

前
に
建
て
ら
れ
た
鳥
居
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
鳥
居
は
、
人
々
が
神
社
へ
寄

せ
た
信
仰
の
一
端
を
現
代
へ
伝
え
る
文
化
財

と
言
え
ま
す
。

皆
様
も
神
社
で
見
か
け
た
時
に
は
、
鳥
居

を
改
め
て
注
目
し
て
く
だ
さ
い
。

（
文
化
財
専
門
員　

功く
ぬ

刀ぎ

俊
宏
）

文
化
財
ま
め
知
識
８

江
東
区
内
の
鳥
居

江
東
区
内
の
鳥
居

と
り
と
り
いい

笠木 島木 額束 台輪

貫

柱 柱

楔（
く
さ
び
）
亀
腹（
饅
頭
）

藁
座（
根
巻
） 台

石

③明神鳥居

②神明鳥居

① 鳥居の各部材（解説のため複数の形式
の鳥居の部材を提示しています）

④石造鳥居　文化2年在銘　富岡八幡宮⑤鳥居（残欠）　明治7年在銘　富岡八幡宮


